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精
神
障
害
者
が
主
体
的
に

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す

　
平
成
19
年
2
月
に
設
立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動

法
人
地
域
精
神
保
健
福
祉
機
構
は
、「
精
神
障
害
を

も
つ
人
た
ち
が
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
し
く
み
を
つ
く
る
」こ
と
を
理
念
に
掲
げ
、

地
域
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
連
携
し
、

科
学
的
な
根
拠
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ガ
ジ
ン

「
こ
こ
ろ
の
元
気
＋
」
の
発
行
、
リ
カ
バ
リ
ー
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
や

学
校
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
普
及
事
業
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
、
A
C
T
・
I
P
S

と
い
っ
た
科
学
的
な
根
拠
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普

及
や
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
研
究
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　
毎
月
発
行
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ガ
ジ
ン
「
こ

こ
ろ
の
元
気
＋
」
は
、
う
つ
病
・
統
合
失
調
症
な
ど

の
精
神
疾
患
を
抱
え
る
当
事
者
向
け
の
雑
誌
で
、
独

自
の
視
点
に
よ
る
特
集
企
画
や
、
自
ら
の
経
験
を
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
当
事
者
が
執
筆
す
る
エ
ッ
セ
イ

な
ど
、
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
精
神
疾
患
に

関
す
る
Q
＆
A
で
は
、
専
門
家
の
ほ
か
複
数
の
当

事
者
も
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
回
答
す
る
形
式
と
し

て
お
り
、
同
じ
経
験
を

し
て
き
た
人
な
ら
で
は

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
年
1
回
開
催

す
る
「
リ
カ
バ
リ
ー
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

「
日
本
の
精
神
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
当
事
者

中
心
に
変
革
す
る
」
こ

と
を
テ
ー
マ
に
、
基
調

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
ほ
か
、
22
の
分
科
会

か
ら
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
2
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
、
当
事
者
・
支
援
者
な
ど
毎
回
1
4
0
0
人
ほ
ど

の
参
加
が
あ
る
。

当
事
者
主
体
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

普
及
事
業
を
実
施

　
同
法
人
で
は
、
平
成
25
年
度
の
W
A
M
助
成
事

業
（
助
成
金
額
：
8
5
7
万
円
）
で
、「
精
神
障
害

者
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
普
及
事
業
」
を
実
施

当
事
者
が
当
事
者
の
た
め
に
作
成
し
た

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

千
葉
県
市
川
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
域
精
神
保
健
福
祉
機
構

　独立行政法人福祉医療機構（Ｗ
ＡＭ）では、国庫補助金を財源と
し、高齢者・障害者などが地域の
つながりのなかで自立した生活を
送れるよう、また、子どもたちが
健やかに安心して成長できるよう、
NPOやボランティア団体などが
行う民間の創意工夫ある活動など
に対し、助成（社会福祉振興助成
事業・ＷＡＭ助成）を行っています。
　今号では、ＷＡＭ助成を受けた
特定非営利活動法人地域精神保健
福祉機構の取り組みを紹介します。
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立
：
平
成
19
年
2
月

代
表
理
事
：
大
島
　
巌

◆
法
人
概
要

● 助成実績 ●
○平成25年度
「精神障害者のピアサポートグループ普及事業」
 （助成額：857万円）
事業概要：精神障害者のピアサポートグループを全国

に普及することを目的に、ピアサポートグ
ループの立ち上げと継続のためのノウハウ
を伝えるためにファシリテーターの派遣、
ツールキットの作成等を実施する事業
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し
て
い
る
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
精
神
疾

患
な
ど
同
じ
立
場
に
あ
る
当
事
者
同
士
が
、
互
い
の

経
験
を
語
り
あ
い
、
分
か
ち
あ
う
こ
と
で
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
新
し
い
希
望
を
も
つ
こ
と
に
つ
な
げ

る
相
互
支
援
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
同
事
業
は
、
精
神
障
害
者
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル

ー
プ
を
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
当
事

者
に
よ
る
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
進
め
方
・

立
ち
上
げ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
、
②
全
国
交
流

会
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
、
③
当

事
者
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
支

援
を
実
施
し
た
。

　「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
進
め
方
・
立
ち
上

げ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
つ
い
て
、
同
法
人
共

同
代
表
の
宇
田
川
健
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
支
援
者
が
つ
く
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
い
う
の
は
、
当
事
者
の
視
点
が
し
っ
か
り
と
組

み
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
普
及
し
な
い
こ

と
が
多
い
の
が
実
情
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
事

者
は
自
ら
の
経
験
を
社
会
に
還
元
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
が
多
い
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
全
国
で
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル

ー
プ
を
行
っ
て
い

る
当
事
者
に
呼
び

か
け
、
自
ら
の
経

験
を
も
と
に
自
由

な
意
見
交
換
を
す

る
た
め
の
企
画
委

員
会
を
発
足
し
、

そ
こ
で
出
た
意
見

を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

反
映
さ
せ
ま
し

た
」。

　
企
画
委
員
会
の

議
論
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
の
方

法
で
グ
ル
ー
プ
を

運
営
し
て
い
る
こ

と
や
、強
い
こ
だ
わ
り
を
も
つ
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、

一
つ
の
方
向
に
ま
と
め
る
こ
と
に
苦
労
す
る
面
が
あ

っ
た
と
い
う
が
、
結
局
は
そ
の
よ
う
な
、
企
画
委
員

一
人
ひ
と
り
の
強
い
こ
だ
わ
り
の
お
か
げ
で
、
当
事

者
の
視
点
を
入
れ
た
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
完
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
あ
く
ま
で
当
事
者
が

主
体
で
あ
る
べ
き
と
い
う
考
え
か
ら
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
ル
ー
ル
作
り
に
は
じ
ま
り
、

立
ち
上
げ
の
手
順
や
語
り
あ
い
の
テ
ー
マ
・
進
め
方
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど
、
円
滑
な
語
り
合

い
を
す
る
た
め
の
基
本
的
な
項
目
を
中
心
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
特
徴
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
最
後
に
次
回
開

催
時
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
決
め
る
と
い
う
項
目

毎月発行するメンタルヘルスマガジン「ここ
ろの元気＋」は、登録した当事者がエッセイ
や Q ＆ A、 病
気とのつきあ
い方などを多数
執筆。登録者は
300 人にのぼ
るという。表紙
モデルも応募し
てきた当事者を
採用している

特定非営利活動法人地域精神保健福祉機構の
事務所

 ❸

 ❶

 ❹ 

語り合いの進め方

ピアサポートグループの
進め方・立ち上げ方マニュアル（一部抜粋）

　話す人の態度　 ・個人攻撃をしない。
 ・「わたし」を主語に話をする。
 ・長すぎず、短すぎず。

　話を聞く態度　 ・話している人を妨げない。
 ・発言したいことがあったら、話し手が終わった後に発言する。
 ・相手の気持ちや言いたいことを理解し、尊重する。

　守 秘 義 務　 ・サークルの中で話された事柄は、全部会場に置いていく。
 ・後になって蒸し返さない。
 ・メンバー同士でもサークルが終わった後に話題にしない。
 ・外部の人に話さない。
 ・ 守秘義務はチェックインから発生し、セッションが終わる

まで適用される。

 ❷

　 話題のアイデアを出し合い、何について話をするか決める。
　 ・ メンバーからアイデアがでない場合、持ってきた「こころの元気＋」

から、テーマをファシリテーターが決めてよい。
　・テーマは参加者全員が話をできるものにする。
　・ファシリテーターは参加者に、そのテーマでよいか確認する。

　 ファシリテーターは始めに話すメンバーを指定する
　・一周ぐるりと話をする。
　・参加者は、発言をパスしてもよい。
　・ファシリテーターは、最後にパスした参加者に発言の機会を与える。

　 一周したら話題についての感想を分かち合う
　 ・ 自分ならこう思うということ、誉めて励ます言葉アドバイスなどを、

発言が終わった後に言ってもよい。

　 一周したら休憩をとる。休憩後❷に戻って繰り返す。
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を
設
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
・
事
務
局
長

の
桶
谷
肇
氏
は
、「
各
グ
ル
ー
プ
で
は
、
コ
ア
メ
ン

バ
ー
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
は
流
動
的

で
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
な
く
な
る
と
グ
ル

ー
プ
が
機
能
し
な
く
な
り
解
散
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
る
わ
け
で
す
。
多
く
の
方
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を
も

つ
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
グ
ル
ー
プ
の
継
続
に

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
な
か
に
は
大
き
な
負
担
に
感

じ
る
当
事
者
の
方
も
い
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
進
行
の
ほ
か
、
話
す
言
葉
に

つ
い
て
も
参
考
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
誰
で
も
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
」。

　
な
お
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
5
0
0
0
部
発
行

し
て
お
り
、
全
国
の
福
祉
施
設
や
保
健
所
、
行
政
な

ど
に
配
布
し
て
い
る
。

全
国
交
流
会
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

　
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
後
の
平
成
25
年
10

月
に
は
、
全
国
交
流
会
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
」（
東
京
都
渋
谷
区
）
を
開
催
し
、

1
5
0
人
を
超
え
る
参
加
者
を
集
め
た
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
国
に
あ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
や
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
た
。

　「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
を
そ
の

場
で
地
域
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ
こ
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
関
わ
っ
た
当
事
者
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
入
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
も
と
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
終
了
後
の
感
想
で
は
、

当
事
者
の
方
か
ら
『
普
段
話
せ
な
い
話
が
で
き

た
』
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
付
き
添
い
で
来

て
い
た
専
門
職
の
方
も
『
こ
ん
な
に
話
を
す
る
の
を

初
め
て
み
た
』
と
驚
い
て
い
ま
し
た
」（
宇
田
川
氏
）。

　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
よ
り
、
全

国
の
グ
ル
ー
プ
が
交
流
す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
や

支
援
者
と
顔
の
み
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
に
対
し

て
、立
ち
上
げ
支
援
の
希
望
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
の
21
グ
ル
ー
プ
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
立
ち
上
げ
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
に
対

し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、
支
援
を
行
っ

た
。
支
援
す
る
際
に
は
、
法
人
の
職
員
が
同
行
す
る

の
で
は
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
関
わ
っ
た
当
事

者
を
2
人
1
組
に
し
て
派
遣
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。

　「
派
遣
す
る
当
事
者
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
関
わ

っ
て
お
り
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
十
分
な
ス

キ
ル
を
も
っ
て
い
ま
す
し
、
当
事
者
同
士
で
あ
る
方

が
互
い
の
交
流
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
立
ち

上
げ
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
す
る
当
事
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
力
や
自
信
と

な
っ
て
い
ま
す
」（
桶
谷
氏
）。

　
派
遣
は
必
ず
2
回
実
施
し
て
お
り
、
1
回
目
は
派

遣
さ
れ
た
当
事
者
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
と
な

り
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
活
動
を
進
め
、

次
回
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
決
定
す
る
ま
で
を
行

平成25年度の助成事業で作成した「ピアサポート
グループの進め方・立ち上げ方マニュアル」。当事者
の視点を盛り込むことで実践的な内容となっている

今後は医療機関への
働きかけも
特定非営利活動法人地域精神保健福祉機構

共同代表　宇田川　健氏
　支援者がつくるマニュアルというのは、当事
者の人の見方がわからないこともあり、失敗
することも多くあります。WAM助成で作成

したマニュアルは当事者の視点がしっかりと入っているので、常に改善
していく必要はありますが、成功している方ではないかと思っています。
　また、マニュアルを配布した後に、当事者の方から「本当はこのよう
なプログラムは、病院やデイケアなどの医療機関でやるべきではないか」
という意見がありました。それまで福祉施設や保健所、行政などを想定
していたので、医療機関には配布してこなかったのですが、今後は医療
機関への働きかけも必要だと思います。このようなプログラムが病院や
デイケアで採用されることで、回復を信じながらピアサポートグループ
を続けることができれば、それが一番よいのではないかと考えています。
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う
。
2
回
目
は
参
加
者
と
し
て
、
き
ち
ん
と
進
行
で

き
て
い
る
か
を
見
守
り
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
く
。

　
事
前
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
当
事
者
や

支
援
者
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
る
た
め
、

ス
ム
ー
ズ
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
の
成
果
が
す
ば
や
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
全
国
に
派
遣
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
成
果
は
広
く
浸
透
し
た
。

　「
現
在
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
支
援
者
の
方
た
ち

か
ら
『
力
の
出
し
加
減
が
わ
か
ら
な
い
』
と
い
わ
れ

ま
す
。
あ
ま
り
力
を
入
れ
過
ぎ
る
と
当
事
者
は
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
し
、
当
事
者
主
体
の
活
動
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。当
事
者
の
力
を
信
じ
な
が
ら
、

ど
こ
ま
で
を
支
援
し
て
、
ど
こ
か
ら
は
手
を
出
さ
な

い
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
当
事
者
が
支
援

に
い
く
わ
け
で
す
が
、2
回
の
訪
問
で
終
了
し
ま
す
。

そ
の
あ
た
り
の
”突
き
放
し
方
“も
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（
宇
田
川
氏
）。

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
全
国
各
地
で

グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
る

　
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
立
ち
上
げ
支
援
を
希
望

し
た
全
国
の
21
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ
た
ほ
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、

新
た
に
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
多
く
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
関
係
機
関
に
配

布
し
た
反
響
は
大
き
く
、
さ
ら
に
配
布
を
希
望
す
る

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
作
成
し

た
5
0
0
0
部
の
在
庫
も
わ
ず
か
に
な
り
、
法
人
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
の
配
布
を

主
体
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
の
情
報
提
供
を
行
う
サ
イ
ト
を
開
設
し

て
お
り
、
全
国
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
開
催
情
報
な
ど

も
掲
載
し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
法
人
で
は
25
年
度
以
降
も
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
の
普
及
事
業
を
継
続
し
て
い
る
が
、
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
派
遣
に
つ
い
て
は
予
算
の
関
係

で
休
止
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
グ
ル
ー
プ
運
営
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
一
番
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
財
源
の
確
保
な
ど
を
通
じ
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の
派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
人
材
を
養

成
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
行
政
や
専
門
職

の
協
力
を
得
ら
れ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
を

あ
げ
て
い
る
。「
例
え

ば
、
会
場
を
確
保
す
る

こ
と
や
、
立
ち
上
げ
の

際
に
仲
間
を
集
め
る
こ

と
に
苦
労
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
部
分
を
行
政
や

専
門
職
な
ど
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
る
だ

け
で
も
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
行
政
や
専

門
職
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
に
対
す
る
啓
発
で
は

な
い
で
す
が
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
『
当
事

者
は
こ
ん
な
に
元
気
に
な
っ

て
い
る
』
こ
と
を
み
せ
て
い

く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
」（
宇
田
川
氏
）。

　
当
事
者
自
ら
が
当
事
者
の

た
め
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
支
援
を
す
る
こ
と
は
先
進

的
な
試
み
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
全
国
各
地
で
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

発言して行動できる
当事者を増やしていく

特定非営利活動法人地域精神保健福祉機構
理事・事務局長　桶谷　肇氏

　当法人では、ピアサポートグループの普及
事業を通して、発言して行動できる当事者の
方を増やしていきたいという想いがありま
す。作成したマニュアルは、グループをつくるときの最低限のルールを
マニュアル化したもので、その後の発展は当事者が主体的になってグルー
プごとに決めていけばよいと考えています。
　このような活動が広がり、グループを運営できるスキルをもった人た
ちが増えていけば、グループごとに特色が出てきます。実際にWAM助
成を通して立ち上がったグループのなかには、情報公開して広く参加を
呼びかけるグループもあれば、固定メンバーで活動するグループ、女性
限定のグループも生まれています。自分にあったグループを選択できる
ことは当事者にとってもよいことだと考えています。

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

助成事業部 助成計画課（助成事業の広報に関するお問い合わせ）
　 TEL  : 03-3438-4756
助成事業部 助成振興課（助成事業の審査・各種事務手続き、事業評価に関するお問い合わせ）
　 TEL  : 03-3438-9942 
 　FAX  : 03-3438-0218（共通）　　E-Mail  : wamjyosei@wam.go.jp
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